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Part1

し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
増
え
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
過
程
で
も
一
定
の
リ
ス
ク

に
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
が
保

険
の
役
割
で
す
。

　

よ
っ
て
家
計
管
理
の
う
え
で
は
、
貯

蓄
と
保
険
の
バ
ラ
ン
ス
・
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、「
そ

れ
以
前
の
土
台
」
と
し
て
公
的
な
保
障

が
あ
る
こ
と
を
、
金
融
機
関
の
担
当
者

と
し
て
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

日
本
で
は
、
公
的
医
療
保
険
制
度
は

「
国
民
皆
保
険
」
と
い
わ
れ
、
全
員
が

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
き
く

分
け
る
と
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
勤

務
す
る
人
が
加
入
す
る
「
健
康
保
険
」

と
、
自
営
業
者
な
ど
が
加
入
す
る
「
国

民
健
康
保
険
」
に
分
か
れ
ま
す
。

　

前
者
の
健
康
保
険
は
さ
ら
に
２
つ
に

分
か
れ
ま
す
。
大
手
企
業
や
業
界
な
ど

は
従
業
員
や
そ
の
家
族
の
人
数
が
多
い

た
め
、
独
自
に
健
保
組
合
を
設
け
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
で
は
な
い
場
合
、
例
え
ば
中
小

企
業
な
ど
で
は
、
各
都
道
府
県
の
協
会

け
ん
ぽ
（
正
式
名
称
は
「
全
国
健
康
保

険
協
会
」）
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
押
さ
え
た
い
点
は
、「
被
扶

養
者
」
と
い
う
制
度
の
有
無
で
す
。

　

会
社
員
を
は
じ
め
と
し
た
健
康
保
険

に
お
い
て
は
、「
年
収
１
３
０
万
円
未

満
」
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
、

被
扶
養
者
と
な
っ
て
、
保
険
料
を
負
担

し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
民
健
康
保
険
に
は
こ
の
考

え
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
人
数
、

所
得
等
に
応
じ
た
保
険
料
を
世
帯
主
が

ま
と
め
て
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

埋
葬
料

　

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
埋

葬
を
行
う
人
に
対
し
て
５
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費

　

医
療
費
負
担
が
３
割
と
は
い
え
、
大

き
な
手
術
や
長
期
の
入
院
な
ど
を
す
れ

ば
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
高

額
療
養
費
制
度
は
、
一
定
の
限
度
額
を

超
え
た
分
に
つ
い
て
払
戻
し
を
受
け
ら

れ
る
制
度
で
す
。
限
度
額
の
一
般
的
な

水
準
（
標
準
報
酬
月
額
28
万
〜
50
万
円

の
人
の
ケ
ー
ス
）
は
、
図
表
２
の
式
で

計
算
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
か
か
っ
た
医
療
費
が
全
体

（
３
割
負
担
前
）
で
１
０
０
万
円
だ
っ

た
と
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
３
割
負
担
分
は
30
万
円
と

な
り
ま
す
が
、
高
額
療
養
費
を
あ
て
は

め
る
と
、
８
万
１
０
０
円
＋
（
１
０
０

万
円－

26
万
７
０
０
０
円
）
×
１
％
＝

８
万
７
４
３
０
円
が
負
担
上
限
と
な

り
、
そ
れ
を
超
え
た
額
で
あ
る
30
万
円

－

８
万
７
４
３
０
円
＝
21
万
２
５
７
０

円
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
「
自
営
業
者
で
一
定
の
所
得

が
あ
り
、
家
族
の
人
数
が
多
い
場
合
」

な
ど
で
は
、
保
険
料
が
各
自
治
体
が
定

め
て
い
る
上
限
に
達
し
て
お
り
、
会
社

員
と
比
べ
て
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る

│
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

「
医
療
費
３
割
負
担
」
以
外
に
も 

利
用
で
き
る
制
度
が
複
数
あ
る

　

健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
の
い
ず

れ
も
、
病
院
等
で
の
診
療
の
際
に
「
窓

口
で
の
医
療
費
負
担
が
、
原
則
３
割
に

な
る
」
と
い
う
点
は
把
握
し
て
い
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は
、

そ
れ
以
外
に
も
ど
の
よ
う
な
制
度
が
あ

る
か
整
理
し
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金

　

出
産
の
際
に
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

一
時
金
で
す
。
現
在
は
原
則
42
万
円
の

支
給
で
す
。
病
院
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
出
産
の
た
め
に
入
院
し
て

か
ら
退
院
す
る
ま
で
１
週
間
程
度
で
、

全
国
平
均
で
約
50
万
円
が
か
か
る
よ
う

で
す
。
こ
の
出
産
育
児
一
時
金
で
大
部

分
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蓄
は
三
角
、
保
険
は
四
角
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
貯
蓄
は
少

「補完的位置づけでの民間保険」推奨の前提となる、公的
保険の制度概要や活用場面・条件等について解説します。

「公的保険」の機能と
活用ポイントを把握しよう

「
貯

民間保険
利用の

基盤となる

公的保険
その1

公
的
医
療
保
険

図表１　公的医療保険の大きな分類
窓口 対象 被扶養者

健康保険
組合
協会けんぽ（各都道府県）

会社員や公務員など
勤務している人

○

国民健康保険 市区町村役場※ 自営業者など ×

※医師会国保や建設国保など、各業界に保険組合が存在する場合もある。

図表２　�高額療養費制度の限度額算出式と算出例� �
（標準報酬月額28万～50万円の人の場合）

8万100円＋ (100万円－26万7000円 ) ×1％

かかった医療費が全体（３割負担前）で100万円だったケースでは…
３割負担分＝30万円。これに高額療養費をあてはめると…
 8万100円＋ (100万円－26万7000円 ) ×1％ 
＝8万7430円　←これが負担上限
超過分である、 30万円－8万7430円 ＝21万2570円が還付される


